



















１章 「移住」とその研究  
１節 「移民」，「移住」の定義と本研究で扱う「移住」  
２章 本研究の興味の所在と問題提起  
１節 異文化・言語を生きる主体と移民研究  
２節 仮説と研究目的  
３節 関係する研究領域  
３章 関連する概念，理論，考察  
１節 「主体・発話主体」  
１項 哲学の「主体 sujet」と考察  
２項 言語学と「発話主体 sujet parlant」  
３項 社会学と「主体 sujet」あるいは「行為者 acteur」  
４項 ライールの「複数的行為者」  
２節 言語人類学と「複数的発話主体とその主観」  
１項 言語的複数性と主観  
２項 発話主体とミクロ社会言語学  
３節 「アイデンティティ」  
１項 「アイデンティティ」の概念とコフマンの考察  
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２項 本研究内でのアイデンティティの扱い  
４節 言葉と主体  
１項 言葉と概念  
２項 「語り」  
４章 「複数性」あるいは「多元性」の議論  
５章 まとめ  
第二部  
１章 コーパス構築とその分析手法  
１節 本研究のコーパス選択と取り扱う問題  
２章 「語り」コーパス  
１節 「自伝」と「ライフストーリー」  
２節 「移住談 récit de migration」  
３節 インタビューによって構築される研究コーパスの問題点  
３章 「理解的面談 Entretien compréhensif」  
１節 これまでの面談によるコーパス構築と理解的面談の方法論の特徴  
２節 インタビュイーとインタビュアー  
１項 インタビュアー  
２項 インタビュイー  
３節 面談の進め方とインタビュアーとインタビュイーの関わり  
４節 コーパスの扱いと手法のカスタマイズ  
５節 コーパスの有効性  
４章 本研究のコーパス構築  
１節 理解的面談の方法論参照の妥当性と本研究におけるカスタマイズ  
２節 実際のインタビューの実施とコーパス構築の様子  
１項 情報提供者のプロフィール  
２項 インタビューに対するためらい  
３項 フランス語でのインタビュー実施の問題点と有用性  
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４項 質問票の作成  
５項 本研究の「移住談」の構築からの諸考察  
５章 「移住談」の分析・アプローチ方法  
１節 内容分析と談話分析  
２節 談話分析内の「発話行為 énonciation」  
３節 全体分析と個別分析  
４節  テーマごとの分析  
５節 分析で着目する言語学的指標  
１項 「主観的形容詞 adjectifs subjectifs」  
２項 「人称マーカーmarques de la personne」  
３項 「談話の結合詞 connecteurs du discours」  
６章 本研究の限界  
７章 まとめ  
第三部  
１章 関連する先行研究の概観と考察  
１節 フランス在住日本人のプロフィール  
２節 フランス在住日本人のフランス／日本に対するイメージ・表象提示  
３節 第二言語習得と「アイデンティティ」  
４節 日本人の談話・ディスカッション  
５節 日本人の対外認知の特徴  
６節 「移住談」に見られるいくつかの特徴  
７節 先行研究の結果に対する考察と本研究におけるアプローチ  
２章 まとめ  
第四部  
１章 コーパスの分析  
２章 移住談全体のテーマごとの分析  
１節 渡仏・フランス滞在の動機・理由  
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１項 フランス語習得  
２項 海外生活への憧れ  
３項 人生を変える  




５項 仕事・学業  
６項 考察  
２節 就労と収入  
１項 職業  
２項 「ちょっとした仕事 petit travail」  
３項 他者からの経済援助  
４項 考察  
３節 フランス語習得と言語と結ぶ関係性  










３項 フランス語習得の困難  











５項 考察  
４節 人間関係  
１項 日本の日本人との関係  
１．帰省と日本の家族・友人  
２．フランス在住日本人との関係  
２項 日本人以外との関係  
３項 考察  
５節 フランス／日本に対する表象  




２項 その他の表象  




４項 考察  
６節 今後の予定・将来プラン  
７節 移住談全体のテーマごとの分析の結果と考察  
３章 主体の複数性に焦点を当てたテーマごとの分析  
１節 使用言語と自己イメージ  
２節 移住談を通して構築される自己イメージ  
３節 表象と現実の乖離  
４節 主体内の意見の不一致  
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５節 所属グループと他者との差別化  
６節 人称マーカーに見る所属グループの変化  
７節 「自己相槌」  
８節 主体の複数性に焦点を当てたテーマごとの分析の結果と考察  
４章 ケーススタディ  
１節 ヤス夫「様々な自己定義と自己イメージの構築，その方法」  
１項 日本人，フランス人，レストラン経営者，父  
２項 メタファー  
２節 マサ夫「日本への愛着と距離，表象と現実の矛盾」  
１項 日本との距離，日本への愛着  
２項 「表象と語られる経験の矛盾」  
３節 メイ子「遠距離恋愛，夫との別居，語りを通して構築される価値観」  
１項 遠距離恋愛の末の結婚，フランスでの夫との別居  
２項 行われる選択の説明と移住経験の語りを通して構築される価値観  
４節 ケーススタディの結果と考察  




I. インタビューの質問票  



































ランス移住に関する自伝的語りである「移住談」である．   
本研究のコーパス構築のために行ったインタビューは，インタビュイーとイン
タビューアーの積極的な関係構築や，インタビューを理論の検証の場ではなく構
築の場と捉える視点などの特徴を持つ，コフマン J.-C. KAUFMANN の「理解的
面談 Entretien compréhensif」の手法を参考にしながら，2014 年から 2017 年に












































































































































































































フランス語の使用は適していると言える．   
情報提供者の「はい oui 」，「いいえ non」に着目した分析では，彼らの内に見
えない「第三の主体」が存在する可能性が浮かび上がる．筆者以外の何者かに向
けられている「はい・いいえ oui / non」は情報提供者がテーマに関する意見や
評価を転換させる際に見受けられることが多く， 短い沈黙や逆説の表現を伴い迷
いや不確かさと共に表出する傾向がある．これを伴いながら中立を保つように前
の発話の内容を覆す情報提供者の語りは，「語り手」である情報提供者が「聞き手」
をも兼ね，日本人の談話構築の特徴でも発話の共構築を情報提供者がその内に存
在する他の参与者と行っているようである．この見えない主体は，発話主体がこ
れまで述べていた事柄や意見を逆転させうる重要な主体と考えられ，「自己相槌」
はこの重要な主体の現れの前触れや指標と考えられる．  
 
ケーススタディ形式のインタビューの分析では，どのような日本人がどのよう
な移住をしているかを詳細に描写しながら，彼らの語りの特徴や生活の実態，そ
こに見出される彼らの多元性を考察した．情報提供者はフランスへの移住経験を
語る中で「フランス在住日本人」という自身の特徴や地位以外にも様々な自己定
義を行い，それが移住経験を語るための重要な事項であること指摘できる．また
一つのテーマに関しても姿勢や評価が語りの中で変化する様子や，一見不可解に
思われる行動や選択を説明する語りからは，移住経験を語る発話主体が談話の中
で様々に視点を変え，その経験とそれを生きる自身を構築し，それぞれが移住経
験に独自の意味を与えていることがうかがわれる．移動，流動，断絶の経験であ
る移住を語ることは，この多様で多元的な主体の現れの場であることは明白であ
り，また同時にその多元性をもって成立するものであると言える．この主体の複
数性は移住という経験の語りの中で顕著化されるが，これは主体の本質とも言え
るものであり，「フランス在住日本人の生活についての情報提供」という側面も持
つこの分析は，国や言語，文化のレベルで移住の経験をしたことがない者でも共
感できる描写や分析が多く含まれている．本研究で示したように「主体の均質性」
に疑問を呈し我々の本質である複数性を考慮に入れることによって，学術研究に
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おいてのみならず，我々一人ひとりが「移民」やそれを取り巻く諸問題をより身
近に感じ，これまでとは異なった視点から，あるいはより深い考察を行うことが
可能となるであろう．  
